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良く分解するために電極材料にアモルファスシリコン (a -Si) を用いた湿式光電池について研究を行っ
た。また a -Si太陽電池の効率を更に向上させるために a -Si固体太陽電池において膜中に存在するピ
ンホールや，界面の特性についての研究も行った。









第 5 章以下では， a -Si固体太陽電池の変換効率を向上させるため a -Si太陽電池の界面の特性につ




章)。これにより仕事関数の大きな V 2 0 S のような金属酸化物層を挟むと P層が通常の半分程度でよい
ことがわかった。更にタンデム型 a -Si太陽電池の p/n界面に?いても調べた(第 7 章)これにより
p/n界面に TiOxのような薄い金属酸化物層を挟むと，界面の特性が向上すると共に ， P , n層の厚さ
が多少薄くなっても，光起電力が低下しないことがわかった。ドープ層が薄くできる分，光の利用効率
が高まり， a -Si太陽電池の効率が向上することがわかった。









た。さらにこれに P 結品Si/n- アモルファス Si積層を加えることにより水の光分解の化学変換効
率を2.98%に高めることに成功している。
さらに効率をあげるため，アモルファス積層膜における P及びn層の厚さやこれと接続する金属ない
し酸化物膜の物性と，光起電力の関係をしらべ，また金属酸化物の薄膜を界面にさしはさむことにより
光起電力の低下を防ぐ方法を見出したがこれはアモルファス Si太陽電池(固体・湿式をとわず)の高
効率化に寄与する興味ある結果である。
以上述べたように本研究はその新しい物理・化学的知見と共に太陽エネルギ一利用の工学的価値も
あり，学位論文として価値あるものと思われる。
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